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8 そのとき、わたしは主の御声を聞いた。 
「誰を遣わすべきか。誰が我々に代わって行くだろうか。」 
わたしは言った。 
「わたしがここにおります。わたしを遣わしてください。」 

9 主は言われた。 
「行け、この民に言うがよい 
よく聞け、しかし理解するな 
よく見よ、しかし悟るな、と。 

10 この民の心をかたくなにし 
耳を鈍く、目を暗くせよ。 
目で見ることなく、耳で聞くことなく 
その心で理解することなく 
悔い改めていやされることのないために。」 

11 わたしは言った。 
「主よ、いつまででしょうか。」 
主は答えられた。 
「町々が崩れ去って、住む者もなく 
家々には人影もなく 大地が荒廃して崩れ去るときまで。」 

12 主は人を遠くへ移される。 
国の中央にすら見捨てられたところが多くなる。 

イザヤ書 6 章 8～12 節 

10 弟子たちはイエスに近寄って、「なぜ、あの人たちにはたとえを用いてお話しになるのです
か」と言った。11 イエスはお答えになった。「あなたがたには天の国の秘密を悟ることが許さ
れているが、あの人たちには許されていないからである。12 持っている人は更に与えられて豊
かになるが、持っていない人は持っているものまでも取り上げられる。13 だから、彼らにはたと
えを用いて話すのだ。見ても見ず、聞いても聞かず、理解できないからである。14 イザヤの
預言は、彼らによって実現した。 
『あなたたちは聞くには聞くが、決して理解せず、 
見るには見るが、決して認めない。 

15 この民の心は鈍り、 
耳は遠くなり、 
目は閉じてしまった。 
こうして、彼らは目で見ることなく、 

耳で聞くことなく、 
心で理解せず、悔い改めない。 
わたしは彼らをいやさない。』 

16 しかし、あなたがたの目は見ているから幸いだ。あなたがたの耳は聞いているから幸いだ。
17 はっきり言っておく。多くの預言者や正しい人たちは、あなたがたが見ているものを見たか
ったが、見ることができず、あなたがたが聞いているものを聞きたかったが、聞けなかったので
ある。」 

マタイによる福音書13章10～17節 

１．あらゆる場所で語られる主 

先日、読んでいた本に、おもしろ

いことが書かれていました。アメリカの

ハワード・フィンスターという牧師―15

年前に亡くなっています―が、あるとき

教会に仕えることを辞めて、たったひ

とりで約 12 平方キロメートルほどの土

地に、数十年かけて楽園を作ったと

いうお話です。その庭は「パラダイス・

ガーデン」と呼ばれています。芝刈り

機のハンドル二本で作られた十字架

がそびえ立っています。古い自転車

を積み上げてできたタワー、空き瓶や

鏡、さまざまな廃品が組み合わされて

できた複雑な天使像や教会、寺院風

の建物。これだけを見ると、とんでもな

く悪趣味な庭なのですが、一方で、こ

の庭全体には、木々が茂り、果実や

草花、鳥やミツバチが宿っています。

自然の中にジャンクなものでできたオ

ブジェが融合している、不思議な庭な

のです。「パラダイス・ガーデン」の中

には至る所に看板があります。その一

つには、こう書かれています。「この園

を壊れたもので造ったのは、壊れた

世界を直すためである」と。 

ハワード・フィンスターは、バプテ

スト教会の牧師として 9 つの教会で奉

仕していました。彼は、教会で 4625

回の説教をして、400 件以上の葬儀

と 200 件以上の結婚式をしたらしい

のです。ところが、この牧師、何を思っ

たのか、1970 年代の初めのあるとき

に、教会でアンケートをとってみたそう

です。アンケートの結果、彼が語って

きた言葉を、だれひとり、何一つ覚え

ていないということがわかったのだそう

です。そのことに幻滅した彼は、教会

で説教するのをやめて、壊れた物の

修理を始めたと言うのです。それであ

るとき、神からの啓示を受けて、創作

活動を始めたという、ちょっと変わり種

のアーティストです。この牧師の顔が

見てみたいという方は、礼拝後にわた

しのところに来てください。フィンスタ

ー牧師は言いました。「主イエスは

人々に大切なことを悟らせるために、

身の周りのものを用いて語っています。

神のメッセージはあらゆる場所に転が

っているのです」。神のみ言葉。わた

したちは、聞いているようで聞いてい

ないのかもしれません。でも、主イエ

スは、日々の暮らしのただ中で、わた

したちのごくごく身近なところで語り続

けていらっしゃる、と言うのですね。 

主イエスは、「神の国」について

お教えになるとき、いくつものたとえを

用いて語られました。今日開かれてい

るマタイによる福音書の 13 章には、7

つものたとえが登場します。「種をまく

人」のたとえ（13:1～9）や「毒麦」の

たとえ（13:24～30）、「からし種」と

「パン種」のたとえ（13:31～33）など

が続きます。主は、神の国を特別な方

程式や元素記によって証明したので

はありませんでした。だれもが知って

いる身近なことを通して、たとえによっ

てお語りになります。外で種を蒔いて

耕し、汗を流す男性が登場します。ま

た、大量の粉でパン生地をこねる重

労働に精を出している女性も登場し

てきます。骨の折れる日常の経験が、

神を見る窓となるのです。 



２．挑発的な説教？ 

これらのたとえは、しかし、必ずし

も明快でわかりやすいものというわけ

ではありませんでした。たとえの奥に

は、どこか奇妙で知らない世界が広

がっているようにも見えます。たとえは、

飽くまで「たとえ」です。たとえによって

語ることは、「開き示すこと」であるのと

同時に、直接的な言葉でないという意

味では「隠すこと」でもありました。語ら

れたたとえが、すべての人に自動的

に理解されるということにはならなかっ

たのです。 

主イエスが、「種を蒔く人」のたと

えをお語りになると、弟子たちは主に

尋ねました。「なぜ、あの人たちには

たとえを用いてお話しになるのですか」

（マタ13:10）。主はお答えになります。

「あなたがたには天の国の秘密を悟る

ことが許されているが、あの人たちに

は許されていないからである」（マタ

13:11）と。ここで主は、旧約聖書の

言葉を引用して言われます。「あなた

たちは聞くには聞くが、決して理解せ

ず、見るには見るが、決して認めない」

（マタ13:14）。これはイザヤ書6章の

言葉です。預言者イザヤは、神に召

されたときにこう言われたのです。「行

け、この民に言うがよい よく聞け、し

かし理解するな よく見よ、しかし悟る

な、と」（イザ6:9）。この場面は、イザ

ヤ書の中で「頑迷預言」（心をかたくな

にするメッセージ）と呼ばれる不可解

な箇所のひとつです。預言者が、神

の言葉を語るようにと遣わされるので

すが、その遣わされる先の民は、不信

仰でかたくなな人たちだというのです。

この民に語るようにと、預言者は召さ

れ、遣わされます。 

例えば、日曜日にだれか、ゲスト

の説教者が、この聖壇に立って、こう

言うのです。「よく聞け！ しかし理解

するな。よく見よ！ しかし悟るな」と。

この挑発的な説教者はいったい何を

言いたいのか、と聴衆はかえって息を

のんで話を聞くかもしれません。皆が

注意深く聞いたとします。それでも、こ

の「心をかたくなにするメッセージ」に

別のオチがなく、不協和音のままで終

われば、この説教者は二度と磐城教

会には呼ばれないと思います。しかし、

実際に神は、イザヤというひとり説教

者を立てて、こう語るようにお示しにな

りました。「よく聞け、しかし理解するな。

よく見よ、しかし悟るな」と。 

今日の福音書で、主イエスの語

られる言葉は、イザヤ書の言葉と少し

違っています。イザヤ書では、「よく聞

け、しかし理解するな。よく見よ、しか

し悟るな」と言われているのに対して、

主は「聞くには聞くが、決して理解せ

ず、見るには見るが、決して認めない」

と言われました。神の言葉が語られた

ときの、人間の側の反応にフォーカス

しているのです。イザヤ書では、人々

の心をかたくなにする主体は、預言者

が語る神の言葉です。けれども、「種

を蒔く人」では、心をかたくなにする主

体はわたしたち自身です。人は主に

出会うのに、それをなかなか認めよう

とはしません。すぐそばで主のみ声を

聞いているのに、信じないのです。 

３．主を見る人は幸い 

2 月を迎え、今、幼稚園の年長

の子どもたちは卒園記念の新約聖書

を開いて礼拝をしています。先週、幼

稚園の礼拝の前に、年長の男の子が

泣きながらホールにやって来ました

（工事中はホールで礼拝しています）。

礼拝の後、「どうして泣いたの」と聞い

たところ、バツが悪そうに、「先生に叱

られた」と言います。なぜ叱られたの

か聞くと、ふざけて、もらったばかりの

新しい聖書の上に座ったのだそうで

す。「それはいけませんね。ぜったい

にダメです」。クラスの先生にも牧師に

も注意されて、いつも元気なその子が

一瞬、しゅんとなりました。 

普段、わたしが持っている聖書

の外側が金色になっているので、子

どもたちは金のところを触りながら「ど

うして牧師先生の聖書は金なの？」と

聞いてきます。何度も同じことを聞い

てきます。そのたびに、「これは神さま

のお言葉のご本だから、特別なんだ

よ」と教えます。子どもたちは、聖書が

特別なものだということは知っていま

す。先生たちも聖書を雑に扱ったりは

しません。それなのに、どうしてこの子

は聖書の上に座ってしまったのでしょ

う。思い出して考えていました。おそら

く、この子は、神さまのお話を聞いて、

聖書が大切なものだと、ぼんやりとは

わかっているのですが、でも、まだは

っきりとは知らないのです。 

そして思ったことは、わたしたち

もこの男の子と同じことをしているので

はないか、ということです。まさか聖書

の上に座ったりするなんてことはない

でしょう。そんなことをするはずはあり

ません。でも、わたしたちは本当に聖

書を踏みつけていないと言えるのでし

ょうか。踏みつけるなんてとんでもない

ことです。でも、わたしたちは、神の言

葉から顔を背け、主の十字架を踏み

つけるようなことをしてはいないだろう

か。いつも聞いているのに、理解しな

い。すぐそばで見ているのに、悟らな

い。わたしたちの姿かもしれません。 

主は、語られないのではありませ

ん。ごく近くで、語り続けています。主

の物語には、外で種を蒔いて耕し、

汗を流す男性が登場します。肝心な

のは、男性がどれだけの労力を費や

したか、どれだけ汗を流したか、では

ありません。どんな種よりも小さな種か

ら、鳥が来て枝に巣を作るほどの立

派な木になるという不思議を語ってい

るのです。神の国とは、そういうものな

のだと。主の物語には、一人の人が

練ることのできる最大量のパン生地を

こねる重労働に励んでいる女性が登

場します。でも、大事なのは、彼女の

筋肉とか努力ではありません。ほんの

少しのパン種が 100 人分のいのちの

パンを膨らませるという不思議です。

神の国とはこういうものだと、台所でも

主はお語りになります。主の世界観、

言葉、語り口、息づかい。ごく近くに

主の息吹を感じるならば、わたしたち

は幸いなのです。今日、わたしたちに

向かって、主は宣言されます。「あな

たがたの目は見ているから幸いだ。あ

なたがたの耳は聞いているから幸い

だ」（マタ 13:16）と。 


